






要約:現在クレチン症のマススクリーニングは TSH を指標に行われている。その精検基準

値としてのカットオフ値は全国的にほぼ 10μU/ml が使用されているが、この数値は経験

的に決められたものであり、このカットオフ値に対して理論的妥当性を検証する必要性が

ある。今回このカットオフ値の持つ意味を再考するとともに、各施設での有効なカットオ

フ値を設定するための指標として最適化係数を考案した。


